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教 員 氏 名 年次配当 １年次 後期

授 業 概 要

及び授業方法

関連する科目

１．

２．

３．

４． 文化トピック②：典型的な大学生活について

５． 文化トピック③：デートについて

６． 文化トピック④：食文化について

７． 文化トピック⑤：相手の国の有名人について

８． 文化トピック⑥：宗教と宗教行事について

９． 文化トピック⑦：武士道、侍、忍者について

１０． 文化トピック⑧：典型的なクリスマスの祝い方について

１１． 文化トピック⑨：自由トピック

１２．

１３．

１４．

１５．

授業時間外の

学 習

授 業 の

到 達 目 標

課題に対する

フィードバック

テ キ ス ト

使用しない

参 考 書

使用しない

備 考

授 業 計 画

プレゼンテーションの準備①：スライド作成

プレゼンテーションの準備②：発表の練習

プレゼンテーションの練習　：リハーサル（ペアごと）

プレゼンテーション（学習成果発表会）

実務経験教員担当 有　・　無 アクティブラーニング 有　・　無

　米国の国際交流機関であるFIUTS（Foundation for International Understanding Through Students）の　オンライ
ンプログラム"Virtual Language Exchange"を利用した異文化交流プログラムである。
①FIUTSに紹介されたパートナー（日本語を学びたい外国人学生）とペアを組み（1人対複数の場合もある）、
　お互いの文化について紹介し合う。本学学生（以下「短大生」）は英語でパートナーとコミュニケーションを
　図り、パートナーは日本語で短大生とコミュニケーションを図る。
②オンライン交流を通じて学んだパートナーの文化について英語で発表スライドにまとめ、英語でプレゼンテー
　ションを行う。
 

Global Studies II、異文化理解、異文化コミュニケーション論 卒業認定(学習成果)との関連 ①,②,④,⑥

①英語で日本文化の基礎的な事項について紹介したり、質問に答えたりできるようになる。
②英語によるプレゼンテーションの基本的なスキルを身につける。
③英語のリスニング及びスピーキングスキルを向上させる。英検２級合格レベルのスキルを身につける。

プレゼンテーションのパフォーマンスに対し、アドバイ
スを含めたフィードバックを行う。 評価方法・基準

文化トピック①：典型的な家庭生活の様式について

オリエンテーション：授業の進め方等についての説明（本学学生のみ）

プレゼンテーションのパフォーマンス
（100%）評価基準は到達目標に基づく。

①与えられた文化トピックに関し、日本文化の説明を用意する。
②与えられた文化トピックに関し、パートナーの文化に対する質問を用意する。
③プレゼンテーションの準備及び練習を行う。
(毎週2時間程度の学習を想定）

（○）

オンラインでパートナーとの初顔合わせ：自己紹介

グローバル文化交流 オフィス情報 （○）

Global Cultural Exchange

ビジネス・キャリア （○）

グローバル・
コミュニケーション

（○） 医療事務・医療秘書

横堀　仁志 ホテル・観光 （○） 大学編入 （○）


